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●
指
定
の
期
間（
５
年
）

〇
第
79
号
議
案
か
ら
第
99
号
議
案

　

の
う
ち
、第
87
号
議
案
・
第
97
号

　

議
案
を
除
く
23
施
設

　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

本
会
議
質
疑
よ
り

〔
質
疑
〕白
石
市
外
二
町
組
合
負
担

金
・
補
助
金
に
７
億
８
千
30
万
円

を
計
上
し
て
い
る
が
、詳
細
を
伺

う
。

〔
答
弁
〕病
院
事
業
の
不
足
金
額
が

９
億
円
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
86
・７
％
を
負
担
す
る
た
め
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、不
足
す
る
９
億
円
の
う
ち
、

６
億
円
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年
度

の
１
市
２
町
か
ら
の
特
別
貸
付
金

の
償
還
に
充
当
す
る
こ
と
か
ら
、本

市
に
は
３
億
８
千
万
円
が
償
還
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
10
月
17

日
の
白
石
市
外
二
町
組
合
臨
時
会

に
お
い
て
、指
定
管
理
者
の
指
定
に

関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、医
療
法

人
仁
誠
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
28
日
に
白
石
市
外
二

町
組
合
の
構
成
団
体
で
あ
る
本
市
、

蔵
王
町
、七
ヶ
宿
町
の
議
会
に
お
い

て
、組
合
の
解
散
と
財
産
処
分
に
関

す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、白
石
市
外
二
町
組
合
は
令
和
５

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
し
、４

月
１
日
以
降
、本
市
が
病
院
事
業
を

承
継
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
11
月
臨
時
会
の
概
要
は
、14
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

本
議
案
は
、令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

予
　
　
算

白
石
市
と
し
て
公
立
刈
田
綜
合
病

院
を
承
継
す
る
に
当
た
り
、刈
田
病

院
の
運
営
、管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
と
そ
の
期
間
に
つ
い
て
、地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

●
管
理
を
行
わ
せ
る
公
の
施
設

　
　
　

 　

 

公
立
刈
田
綜
合
病
院

●
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　

   

奈
良
県
奈
良
市

　
　
　
　

 　

医
療
法
人 

仁
誠
会

●
指
定
の
期
間（
10
年
）

　
　

   
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

   

令
和
15
年
３
月
31
日
ま
で

　

こ
れ
ま
で
の
歳
入
歳
出
予
算
に

そ
れ
ぞ
れ
10
億
８
千
636
万
４
千
円

追
加
し
、予
算
総
額
を
192
億
１
千

300
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　
　
　
　
　

 　
１
億
３
万
９
千
円

○
白
石
市
外
二
町
組
合
負
担
金
・

　
補
助
金　

 　
７
億
８
千
30
万
円

○
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業

　

 　
　
　
　
　
　
　
467
万
７
千
円

〔
質
疑
〕令
和
５
年
４
月
、不
登
校

特
例
校（
通
称
白
石
き
ぼ
う
学
園
）

が
開
校
す
る
。地
元
地
区
で
は
、旧

南
中
学
校
に
子
ど
も
た
ち
の
声
が

戻
っ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
地
域
で
の
体
験
学
習
等
の
協
力

を
得
る
た
め
に
も
、地
区
住
民
へ
の

説
明
が
必
要
と
考
え
る
が
、い
か

が
か
。

〔
答
弁
〕11
月
に
開
催
し
た
市
長
と

の
地
区
懇
談
会
で
、こ
の
不
登
校
特

例
校
に
つ
い
て
も
発
信
を
行
な
っ
た
。

特
に
越
河
地
区
の
自
治
会
か
ら
は
、

で
き
る
限
り
の
協
力
体
制
を
取
る
、

そ
の
た
め
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
連
絡

が
欲
し
い
と
の
話
を
い
た
だ
き
、非

○
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
整
備
事
業　
　
　
４
千
125
万
円

○
不
登
校
特
例
校
開
校
準
備
事
業

　
　
　
　
　

 　
　
　
630
万
９
千
円

○
燃
料
費
高
騰
な
ど
に
伴
う
電
気

　
料
等
の
補
正　

 　
１
千
570
万
円

常
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、積
極
的
に
支
援
の

要
請
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、地
域
、

企
業
、市
民
の
方
々
の
支
援
を
得
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

〔
質
疑
〕登
校
す
る
こ
と
の
ハ
ー
ド

ル
を
低
く
し
て
い
く
工
夫
や
ア
イ

デ
ア
が
必
要
と
考
え
る
。　
　
　

　
学
習
指
導
要
領
に
と
ら
わ
れ
な

い
教
育
課
程
を
組
む
こ
と
が
で
き

る
と
の
こ
と
だ
が
、今
、考
え
て
い

る
内
容
等
に
つ
い
て
伺
う
。

〔
答
弁
〕一
定
期
間
、学
校
に
行
け
て

い
な
い
子
ど
も
が
対
象
で
あ
る
こ

と
か
ら
、通
常
の
学
校
と
は
異
な
る

シ
ス
テ
ム
を
幾
つ
か
採
用
し
、国
に

申
請
し
て
開
校
の
め
ど
が
立
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、一
人
一
人
の
状
況
に

合
わ
せ
た
学
習
の
進
度
等
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
、学
年
を
超
え
て
指

導
で
き
る
体
制
を
教
育
課
程
の
中

に
持
つ
こ
と
、通
常
８
時
15
分
前
後

に
始
ま
る
と
こ
ろ
、１
時
間
程
度
遅

ら
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、学
習
指
導
要
領
か
ら
減
じ

た
部
分
を
十
分
に
活
用
し
、企
業
や

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
通
常
の

学
校
よ
り
も
体
験
的
な
活
動
を
多

く
設
定
し
て
い
く
こ
と
、子
ど
も
が

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
で
き
る
よ
う
な
部
屋

の
準
備
、人
的
な
配
置
、状
況
に
合

わ
せ
た
登
校
等
、柔
軟
に
対
応
す
る

学
校
を
目
指
し
て
い
く
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
公
立
刈
田
綜
合
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　

(

最
終
日
提
案
）

◎
令
和
４
年
度
白
石
市一般
会
計

　
補
正
予
算（
第
７
号
）　　
　

◎
白
石
市
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る

　
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◎
令
和
４
年
度
白
石
市一般
会
計

　
補
正
予
算（
第
７
号
）　　
　


